
受賞者と萩原企業長で記念撮影

高度な技術力有する6社に栄誉高度な技術力有する6社に栄誉
2026年度 茨城県南水道企業団 優秀建設業者表彰

　
日
頃
か
ら
、
当
企
業
団
水
道
事
業
の
推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
企
業
団
の
水
道
事
業
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
的
に

供
給
し
続
け
る
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
業
者
の
皆
様
の
確
か
な
技
術
と
誠
実
な
施
工
が

不
可
欠
で
あ
り
、
日
々
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
に
、
高
度
経
済
成
長

期
に
整
備
し
た
大
規
模
宅
地
開
発
地
域
に
お
け
る
水
道
管
路
の
老
朽
化
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
40
年
以
上
前
に
布
設
さ
れ
た
管
路
が
多
く
、
更
新
時
期
が

一
斉
に
到
来
し
て
お
り
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
更
新
事
業
の
実
施
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
漏
水
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
耐
震
性
の
不
足
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
予
算
と
人
員
の
中
で
質
を
保
っ
た
施
工
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
、
今
後
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
り
ま
し
て
も
、
当
企
業
団
の
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
は
、
ひ
と
え
に
建
設
業
者
の
皆
様
の
高
い
技
術
力
と
、
誠
実
な
施
工
、

そ
し
て
安
全
管
理
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
皆
様
は
、
特
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
ら
れ
、
他

の
模
範
と
な
る
取
組
を
さ
れ
た
事
業
者
の
方
々
で
す
。

　
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
当
企
業
団
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
の
ご
発
展
と
、
出
席
者
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
企
業
長
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

萩
原
　
　
勇

ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
企
業
長

　
県
南
水
道
企
業
団
は
７
日
、
２
０
２
６
年
度
優
秀

建
設
業
者
表
彰
式
を
挙
行
し
た
。
今
回
は
25
年
度
に

完
成
し
た
対
象
工
事
42
件
の
中
か
ら
、
誠
意
を
も
っ

て
適
正
に
施
工
し
、
特
に
優
秀
な
成
績
で
完
成
さ
せ

た
６
社
６
件
が
栄
誉
に
輝
い
た
。
最
多
受
賞
は
エ

ム
・
ケ
イ
・
ア
ー
ル
取
手
支
店
で
、
７
年
連
続
７
回

目
の
栄
冠
。

　
式
典
で
萩
原
勇
企
業
長
は
「
水
道
事
業
と
い
う
極

め
て
重
要
な
社
会
基
盤
の
整
備
に
は
、
建
設
業
者
の

皆
様
の
確
か
な
技
術
と
誠
実
な
施
工
が
不
可
欠
。
当

企
業
団
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待
す
る
」
と
、
受
賞
者
を
た
た
え
た
。

　
こ
の
た
び
は
、
平
素
よ
り
格
別
な
る
ご
高
配
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
企
業
団
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
の
多
大
な
る
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な

名
誉
あ
る
賞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
は
、
今
回
の
受
賞
を
大
き
な
節
目
か
つ
契
機
と
し
、
今
後
と
も
技
術
の
向

上
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
一
層
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
公
共
工
事
の
担
い
手

と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を
胸
に
、
誠
実
な
施
工
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、
水

道
事
業
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
給
水
区
域
内
の
建
設
業
者
へ
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
受
賞
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
御
礼
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寺
田

　
　
誠

謝
辞㈱セ

イ
ビ
取
締
役
会
長

（３） （昭和41年12月14日第三種郵便物認可）日本工業経済新聞2026年（令和8年）8月8日（土曜日）



受賞者を囲んで記念撮影

（４）日本工業経済新聞 2026年（令和8年）8月8日（土曜日）（昭和41年12月14日第三種郵便物認可）

まちの未来をつくるインフラ整備まちの未来をつくるインフラ整備
優
秀
な
施
工
の
６
件
た
た
え
る

表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
５
社
６
工
事
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ひ
た
む
き
な
ご
努
力
と
、
卓
越
し
た
技
術
力
に
対
し
、

市
民
を
代
表
し
て
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
受
賞
さ
れ
る
工
事
は
、
い
ず
れ
も
我
が
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
り
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る
極
め
て
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
手
駅
前
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
床
版
舗
装
工
事
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
道
路

の
舗
装
工
事
に
お
い
て
は
、
多
く
の
市
民
や
来
街
者
が
行
き
交
う
非
常
に
制
約
の

多
い
環
境
の
中
で
、
高
度
な
安
全
管
理
と
確
か
な
施
工
技
術
を
発
揮
し
、
本
市
の

「
顔
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
美
し
く
安
全
な
公
共
空
間
を
つ
く
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
お
よ
び
増
築
工
事
、
中
学
校
の
改
修
工

事
に
お
き
ま
し
て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
生
き
生
き
と
学

べ
る
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
工
期
の

中
で
、
学
校
運
営
や
児
童
・
生
徒
の
安
全
に
最
大
限
の
配
慮
を
尽
く
し
な
が
ら
、

高
品
質
な
施
工
を
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
仕
事

で
あ
る
と
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
へ
の
対
策
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
乗
り

越
え
、
市
民
が
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
皆
様
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
今

回
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
優
れ
た
技
術
力
と
情
熱
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
ら

れ
、
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
本
市
を
支
え
る
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
今
後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
表
彰
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
関
係

者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
が
、
こ
れ
か
ら
の

取
手
市
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
に
僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
受
賞
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
お
礼
の

言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
ご
臨
席
の
も
と
、
令
和
８
年
度
取
手
市
優

秀
建
設
業
者
と
し
て
、
図
ら
ず
も
表
彰
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
日
々
の
努
力
や
苦
労
が
報
わ
れ
、
大
変
励
み
に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
工
事
発
注
者
で
あ
り
ま
す
、
取
手
市
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
が
、
市

民
の
た
め
に
安
全
安
心
で
快
適
な
環
境
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
私

共
に
適
切
な
ご
指
導
と
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
建
設
業
者
は
、
年
々
、
厳
し
く
な
る
暑
さ
対
策
に
加
え
、
資
材
価
格

の
高
騰
、
若
手
人
材
の
不
足
な
ど
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
地
域

の
安
全
、
安
心
を
守
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
ど
も
は
施
工
技
術
の
研
鑽
に
努
め
、
取
手
市
の
一
層
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
り
な
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
取
手
市
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 赤

塚
工
業
㈱
代
表
取
締
役

謝

辞
赤
塚

康
伸

取
手
市
長

ご
あ
い
さ
つ中

村　
　

修

取
手
市
は
７
日
、
２
０
２
６
年
度
優
秀
建
設
業
者

表
彰
式
を
ニ
チ
ガ
ス
取
手
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
に
て

執
り
行
っ
た
。
本
年
度
は
土
木
部
門
で
大
竹
建
設
、

赤
塚
工
業
が
栄
え
あ
る
受
賞
。
建
築
部
門
で
は
赤
塚
・

平
沢
Ｊ
Ｖ
（
２
件
）、
常
総
・
大
竹
Ｊ
Ｖ
お
よ
び
オ
カ

ベ
・
大
竹
Ｊ
Ｖ
の
が
栄
誉
を
受
け
た
。

本
表
彰
は
、
誠
意
を
も
っ
て
適
正
に
施
工
し
、
特

に
優
秀
な
成
績
で
完
成
さ
せ
た
建
設
業
者
を
表
彰
す

る
こ
と
で
、
施
工
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
建
設
工
事
の

質
を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
回

は
、
25
年
度
に
完
成
し
た
請
負
金
額
３
０
０
万
円
以

上
の
工
事
53
件
を
対
象
に
、
５
月
21
日
に
開
催
し
た

市
優
秀
建
設
業
者
審
査
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、

中
村
修
市
長
が
決
定
し
た
。

【
土
木
部
門
】
６
社
総
交
公
区
第
１

－

11
号
取
手
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
床
版
舗
装
工
事

【
土
木
部
門
】
07
国
補
防
安
Ａ
01

－

０
５
３
号
ふ
れ
あ
い
道
路

（
市
道
０
１
０
６
号
線
）舗
装
工
事（
４
工
区
）

【
建
築
部
門
】
取
手
市
立
白
山
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事（
第
４
期
）

赤塚・平沢
　特定建設工事共同企業体

私たちは社会資本整備を通して私たちは社会資本整備を通して
安全・安心なまちづくりに貢献します安全・安心なまちづくりに貢献します
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【
建
築
部
門
】
取
手
市
立
白
山
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事（
第
３
期
）

赤塚・平沢
　特定建設工事共同企業体

【
建
築
部
門
】
取
手
市
立
高
井
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

【
建
築
部
門
】
取
手
市
立
永
山
中
学
校
改
修
工
事

部門 土木部門 建築部門

工事件名
6社総交公区第1－11号
取手駅西口ペデストリアン
デッキ床版舗装工事

07国補防安Ａ01－053号
ふれあい道路（市道0106号
線）舗装工事（4工区）

取手市立白山小学校長寿命
化改良工事（第4期）

取手市立白山小学校長寿命
化改良工事（第3期）

取手市立高井小学校校舎増
築工事

取手市立永山中学校改修工
事

商号又は
名称 大竹建設株式会社 赤塚工業株式会社 赤塚・平沢ＪＶ 赤塚・平沢ＪＶ 常総・大竹ＪＶ オカベ・大竹ＪＶ

概要
工事場所：中央町地内
工事概要：駅前交通広場整備工事
請負金額：81,620,000円

工事場所：戸頭地内
工事概要：道路舗装工事
請負金額：98,483,000円

工事場所：白山2－3－18
工事概要：長寿命化改良工事
請負金額：983,730,000円

工事場所：白山2－3－18
工事概要：校舎長寿命化改良工事
請負金額：994,950,000円

工事場所： ゆめみ野3－22－1
工事概要：校舎増築工事
請負金額：782,100,000円

工事場所：下高井2311
工事概要：校舎・体育館改修工事
請負金額：556,050,000円

受賞理由

　交通量の多い駅前ペデスト
リアンデッキ上での工事であ
り、商業施設や昇降施設へのア
クセス確保のため通行止めを実
施できない中、工期短縮を踏
まえた適切な施工エリアを区
分けし事故無く完成に導いた。
　また、床版撤去に係る騒音問
題については、タクシーや各商
業施設からの要望に迅速に対応
していた。さらには、「アートな
まち取手」を目指して取手駅の
顔となるデッキデザインを公募
し、選定されたデザインについ
て、忠実に再現することができ
た工事である。

　当該路線は、取手市・守谷市・
つくばみらい市を結ぶ広域的な
幹線道路で交通量も多く夜間施
工が必須であった。特に近隣に
店舗や住戸が密集している地区
の施工であり、受注者は事前準
備段階における綿密な施工計画
の検討を重ね、より良い施工方
法の提案をおこない、夜間作業
期間の短縮に努めた。その結果、
苦情等無く、良好に工事を完成
させたことを評価する。

　令和４年度から行ってきた白
山小学校長寿命化改良工事の最
終期となり、給食室の長寿命化
改良工事や、エレベーター棟の
増築、また、旧校舎の解体、そ
の他外構工事等を行ったもの
で、範囲が多岐にわたってい
るとともに学校関係者やこども
クラブ室利用者が同一敷地内に
共存するなかでの工事であった
が、各関係者との調整を密に行
い工事の進捗に合わせて動線を
変更するなど、安全面に配慮さ
れた施工計画で施設運営に支障
を与えることなく竣工させた。
　また、設計者の意図に忠実な
施工に努め出来映えについても
優秀なものであった。

　白山小学校長寿命化改良工事
の第３期となり、校舎 2棟の長
寿命化改良工事に加え校舎を一
体化するための増築工事を行っ
たもので、学校関係者やこども
クラブ室利用者が同一敷地内に
共存するなかでの工事であった
が、各関係者との調整を密に行
い工事の進捗に合わせて動線を
変更するなど、安全面に配慮さ
れた施工計画で施設運営に支障
を与えることなく竣工させた。
　また、本工事は部材の納期遅
延が発生し工期延長となったも
のの、最小限の工期延長となる
よう適宜工程の見直しを行うな
ど工事を円滑に進めるための工
夫と努力を行い、出来映えにつ
いても優秀なものであった。

　本工事は、ゆめみの地区の
人口増加に伴う児童数増加に
よる教室不足に対応するた
め、校舎の増築工事を行ったも
ので、学校運営を行うなかで
の工事のため学校との連絡を
密に行い、工事の進捗に合わ
せて動線を変更するなど安全
面に配慮された施工計画で学
校運営に支障なく竣工させた。
　また、部材の破損により、工
期延長となったものの、適宜工
程の見直しを行うなど工事を円
滑に進めるための工夫と努力を
行い、出来映えについても、設
計者の意図に忠実な施工に努め
優秀なものであった。

　ゆめみの地区の人口増加に
伴う生徒数増加による教室不
足に対応するため校舎等の改
修工事を行ったもので、学校
運営を行うなかでの工事であっ
たが、学校との連絡を密に行
い工事の進捗に合わせて、工
程を柔軟に調整するなど安全
面に配慮された施工計画で学
校運営に支障なく竣工させた。
　また、設計者の意図に忠実な
施工に努め出来映えについても
優秀なものであった。
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